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第195号（令和４年12月議会号）

令和５年の走り初め
　１月１日、穏やかな空のもと、恒例の元旦マラソン大会が開催
され、子どもからお年寄りまで９７人が参加しました。熊原川
沿いのコースには雪もなく、新春のさわやかな空気の中、気持
ちよく走りました。 （撮影：栗谷川柳子）

議会だより
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三
戸
町
議
会
で
は
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
す
る
た
め
、
具
体
的
実

行
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
議
会
及
び
議
員
の
活
動
の
充
実
と
活
性
化
を
図
り
な
が

ら
、﹁
議
会
改
革
﹂
の
理
念
と
方
向
性
を
制
度
化
し
、
改
革
の
歩
み
を
後
退
さ
せ

な
い
と
い
う
こ
と
を
町
民
の
皆
様
に
約
束
す
る
た
め
、
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、

﹁
三
戸
町
議
会
基
本
条
例
﹂
を
議
員
が
提
案
し
、
全
会
一
致
で
可
決
、
令
和
5
年

1
月
1
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
・
藤
原
文
雄
）

　
町
民
に
対
し
、
そ
の
役
割
や
議
会
と
町
民

と
の
関
係
、
議
会
と
町
長
と
の
関
係
な
ど
を

明
示
す
る
と
と
も
に
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
、

進
む
べ
き
方
向
、
議
会
と
議
員
が
負
わ
ね
ば

な
ら
な
い
責
務
を
定
め
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
、

存
在
感
の
あ
る
議
会
運
営
を
目
指
す
事
を
条

例
に
明
文
化
す
る
も
の
で
、本
町
議
会
の
「
最

高
規
範
」
と
な
る
も
の
で
す
。

　
一
般
質
問
で
の
一
問
一
答
方
式
の
採
用︵
平

成
14
年
︶
や
一
般
質
問
の
ネ
ッ
ト
で
の
録
画

配
信
︵
平
成
28
年
︶
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
町
民
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
議
会
は
、
同
じ
く
町
民
か
ら

選
ば
れ
た
町
長
と
と
も
に
、
三
戸
町
の
代
表

機
関
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
議
会
お
よ
び
町

長
は
、
こ
の
二
元
代
表
制
の
も
と
で
、
共
に

町
民
の
負
託
を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
意
思
を
町
政
に
的
確
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
議
論
し
あ
い
、
連
携
し
、
そ
の
使
命

を
果
た
す
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
地
域
の
自
立

が
求
め
ら
れ
、
自
治
体
の
自
己
責
任
の
範
囲

が
拡
大
し
た
現
在
、
議
会
が
町
民
の
代
表
機

関
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
民
主
主
義
の
発

議
会
基
本
条
例
っ
て
な
に
？

議
会
基
本
条
例
制
定
の
必
要
性

こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
の
取
り
組
み

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
果
た
す
べ

き
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
は
、
そ
の
持
て
る
機
能
を
十
分
に
駆

使
し
て
、
積
極
的
な
情
報
の
発
信
と
公
開
、

政
策
形
成
へ
の
町
民
参
加
の
推
進
、
議
員
間

討
議
及
び
行
政
機
関
と
の
自
由
で
活
発
な
討

議
の
展
開
、
町
長
等
の
行
政
機
関
と
の
緊
張

の
保
持
、
議
員
の
自
己
研
さ
ん
と
資
質
の
向

上
、
公
正
性
と
透
明
性
の
確
保
等
に
つ
い
て

独
自
の
議
会
運
営
の
ル
ー
ル
を
定
め
、
順
守

し
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
に
信
頼

さ
れ
、
存
在
感
の
あ
る
、
活
動
力
と
創
造
力

の
豊
か
な
議
会
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

県内で他の町村に先がけて条例制定した六戸町議会を視察

町民との対話の場も設けました。

三戸町議会基本条例三戸町議会基本条例三戸町議会基本条例三戸町議会基本条例
を制定しました。

情報共有 住民参加 機能強化

「アクティブ」「アクティブ」
テーマ
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議会改革の実践 町民に開かれた議会へ

情報共有実践

住民参画実践

機能強化実践

情報共有実践

住民参画実践

機能強化実践2020
策定

三
戸
町
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

三
戸
町
議
会
基
本
条
例
制
定

三
戸
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
制
定

　11月 14日、町の友好都市である、静岡県牧
之原市の議員の皆さんの視察を受け入れました。
牧之原市とは、4年ごとに互いに訪問し、先進
的な取り組みなどについて研修を行っています。

　【
反
問
権
の
付
与
】
町
長
ら
職
員
が
逆
に
議

員
へ
質
問
す
る
反
問
権
の
行
使
は
、
議
員
の

質
問
の
意
図
な
ど
を
確
認
す
る
場
合
な
ど
を

想
定
し
て
お
り
、
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
反
論

で
は
な
く
反
問
で
あ
る
こ
と
」「
議
長
の
許
可

を
得
て
か
ら
反
問
権
の
行
使
」
な
ど
で
す
。

　
令
和
4
年
5
月
、
議
員
・
議
会
の
あ
り
た

い
姿
に
つ
い
て
議
員
全
員
で
話
し
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
や
決
意
を
表
現
し
て
い
る
言

葉
と
し
て
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
の
言
葉
を
を
条

例
に
入
れ
ま
し
た
。

　
議
員
の
任
期
中
に
行
う
議
会
の
実
行
計
画

と
し
て
、
令
和
2
年
9
月
に
作
成
し
た
も
の

で
あ
り
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
す

る
た
め
、
情
報
共
有
、
住
民
参
加
、
機
能
強

化
の
3
つ
の
項
目
を
軸
と
し
、
具
体
的
な
実

行
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や

工
程
等
を
定
め
た
計
画
で
す
。

　
令
和
5
年
1
月
17
日
、
議
会
基
本
条
例
の

制
定
を
目
指
し
て
い
る
階
上
町
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
の
視
察
を
受
け
ま
し
た
。
出
来
た
て

の
条
例
に
つ
い
て
の
視
察
依
頼
と
い
う
こ
と

で
、
当
町
議
員
も
恐
縮
し
き
り
で
し
た
が
、

新
た
な
取
り
組
み

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
姿
勢
」

階
上
町
議
会
が
三
戸
町
議
会
を
視
察

「
三
戸
町
議
会
活
動
実
行
計
画
」

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
０
の
内
容

正
副
議
長
と
議
会
運
営
委
員
で
、
条
例
制
定

の
き
っ
か
け
や
検
討
体
制
、作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
条
例
制
定
に
あ
た
り
こ
だ
わ
っ
た
部
分

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

三戸町議会基本条例では下記のようなものが定められています。
●制定の目的
●議会の役割
●議会の活動原則
●議会活動実行計画の策定
●町民参加及び町民との連携
●議員と町長等執行機関との関係
●議員定数・議員報酬
●議員間の自由討議と合意形成

●議会事務局の体制整備
●議会図書の充実
●議員研修の充実強化
●広報及び公聴

※三戸町議会基本条例は議会ホームページでご覧
　いただけます！
https://www.town.sannohe.aomori.jp/
　　　　　 choseijoho/gikai/index.html

●議員の政治倫理
●災害時の対応
●最高規範性
●条例の見直し
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三戸町議会議員 14名
ことしの抱負

名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名

ことしの抱負ことしの抱負ことしの抱負

佐々木　和志 議員
　これからの地方自治は、地域だけでなく国施策や国際情勢に即応した運営が不可欠となります。
単一の議員活動には限界があり、議員全員が課題本質の共有を図りながら政策立案し、町政に提
示していく議会運営が今後強く求められます。議会の説明責任と住民の理解協力による官民協働
体制を整え、制定した議会基本条例に沿って、ことしが議会改革の実現に向けた礎の年となるよ
う努めます。

竹原　義人 議長
　昨年は世界の社会情勢が激変し、私たちの生活も変化を求められる時代となりました。議会では、
昨年１２月に念願の「三戸町議会基本条例」を制定しました。この条例は、議会の最高規範とし
て町民の幸せのため、町民本位の立場に立ち、議会活動を行うことを誓うものです。ことしは皆
さんの声をより多く届けるため「アクティブな姿勢」で活動し、より開かれた議会を目指してま
いります。

澤田　道憲 議員
　高齢化率は約４３％であり、２０２５年には超高齢化時代が到来し、高齢者のひとり暮らしや
孤立による体や心の不調は、医療だけでは解決できないこともあると思われます。そこで、困っ
ている人や悩んでいる人が生き生きとした生活を送れるよう、地域の助け合いや、日ごろの繋が
りのある生活や住環境整備が大事と考えます。不安を抱く住民を、地域で見守り、支えていくこ
とが行政の大きな課題でもあり、町民や議員の皆さんと大いに議論し、真剣に取り組みます。

久慈　　聡 議員

千葉　有子 議員

番屋　博光 議員

　議員２期目最後の年を迎えます。今できることを最大限に考え行動し、一般質問を軸とした議
員活動を行ってきました。将来、良かったと思っていただけるようなまちづくりのために、少し
でも貢献できるよう誠心誠意取り組みます。観光資源である三戸城跡を活用した政策や、少子高
齢化に対応した福祉政策、人口減少社会への的確な対応等を課題とし、常に新しい視点で物事を
考え、誠実に情熱をもって取り組みます。

　タブレットを、町民参加や議会活動、自身の議員活動にも活用できるよう勉強したいと思いま
す。そしてまた何よりも町民の皆さまの声、現場からの声を大事にして活動する姿勢を貫きたい
と、心新たに思っています。特に「子育て環境」「保育・教育環境」「高齢者の毎日の生活の安心」
に力を入れて活動します。

　町の少子高齢化が進む中で、町民の声に耳を傾け、今後の取り組みに生かし、三戸町の活性化、
特に町道や農道の整備、耕作放棄地の活用に努めてまいります。
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山田　将之 議員

藤原　文雄 議員

栗谷川　柳子 議員

　これまで議会改革に積極的に携わり、昨年はタブレット端末の導入や議会基本条例を策定する
ことができました。議員任期の総括となる大切なこの 1年。議会について、自分について、改め
て見つめ直し、少しでもみなさんの役に立てるような 1年にしたいと思います。自身の議員力を
もっと高め、コミュニケーションを心がけ、止まることなく 1年間走り続けます！

　懸案であった議会基本条例が、１月１日から施行され、これまで以上に議員としての自覚を持ち、
活動しなければと思っています。
　まずは、町民の皆さまのお話を伺う機会を持てるよう、積極的に動き回りたいと思いますので、
よろしくお願いします。

　１月１日から、議員で３年間議論を重ねた議会基本条例が施行されました。条例第５条の議員
の活動原則では「アクティブな姿勢」を原則として５つの活動を行うことを定めています。より
アクティブな議会運営となるよう全力を注ぎます。自身の議員活動では、昨年少し勇気が足りず
にできなかったことを、“自立” と “五気”（元気、やる気、勇気、本気、根気）の心をもってアク
ティブにチャレンジします。呼ばってください！

乗上　健夫 議員
　議会では昨年からタブレットを活用するようになりましたが、私自身アナログ人間ですので、
悪戦苦闘しております。
　日ごろより若い議員とのジェネレーションギャップを感じつつ活動していますが、これを機に
アナログからデジタルへと変換できるようがんばります。

和田　　誠 議員
　タブレットの操作は難しいですが、早いうちに覚えたいと思います。
　町民の声が反映された町政になるよう、皆さまとよく話し合い、特にインフラ整備に関し、町
へ意見をしていきたいと考えています。

小笠原　君男 議員
　１２月議会から、タブレット端末を使用することになり、その操作に日々悪戦苦闘しています。
しかしながら、ことしはサクサクとはいかないまでも、何とか使いこなしたいと考えています。

柳雫　圭太 議員
　昨年は議会活動、町内会・地域行事等を通じて多くの方々と出会い、対話により自分自身が成
長できた一年でした。また、町では三戸城跡が国の史跡指定を受けた貴重な年ともなりました。
今後も行政や町民の皆さまとの意見交換を重ね、町の活性化を一歩一歩進めてまいります。世の
中の諸情勢により不安な日々を過ごしていることと思いますが、今後も町民の安心安全な生活の
ために精一杯努めます。

越後　貞男 議員
　議会議員任期も残り１年余りとなりましたが、昨年までと同様に町民の声に耳を傾け、町政に
反映できるよう、努力してまいります。特に三戸町で取り組みが遅れている町道や農道の整備、
そして農業の生産基盤の強化に努め、町の発展と町民が生きがいを感じられるまちづくりに、微
力ながら尽力してまいります。
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映
像
配
信町議のQ&

町のA

の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
　

①　

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ

な
ど
の
活
用
で
、
住
民
の
利
便
性

の
向
上
と
、
業
務
の
効
率
化
や
人
的

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。
具

体
的
に
は
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
や
押
印
の
見
直
し
、
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
、
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用

な
ど
が
あ
る
。

②　

昨
年
度
押
印
の
見
直
し
に
着
手
し
、

令
和
５
年
３
月
以
降
は
子
育
て
や
介

護
に
関
す
る
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
開
始
す
る
。
ま
た
Ａ
Ｉ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
活
用
な
ど
で
業
務
見
直
し
を

行
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

③　

11
月
末
の
交
付
件
数
は
４
、１
４
０

件
、
交
付
率
は
43
.
８
％
で
あ
る
。

　
　

町
で
は
普
及
の
た
め
に
カ
ー
ド

新
規
取
得
者
へ
の
２
、０
０
０
円
分

の
商
品
券
配
布
の
ほ
か
、
町
内
写

真
店
で
写
真
撮
影
し
た
方
に
は
１
、

０
０
０
円
の
商
品
券
を
贈
呈
し
て
い

る
。
ま
た
、
申
請
者
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
郵
便
局
で
の
申
請
受
付
や
、

職
員
に
よ
る
出
張
申
請
受
付
を
実
施

価
値
が
生
ま
れ
た
り
す
る
と
考
え
る

が
、
導
入
は
検
討
し
て
い
る
か
？

　

当
初
の
希
望
で
は
議
員
の
ほ
か
、

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
も
含
ま
れ

て
い
た
が
、
い
っ
た
ん
様
子
を
見
る

こ
と
で
予
算
化
し
な
か
っ
た
が
、
新

年
度
は
検
討
を
進
め
る
。
そ
れ
以
外

の
課
長
級
の
分
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
り
、

活
用
で
き
る
か
検
討
す
る
。

　

国
は
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
に
よ
り
、
交
付
金
な
ど
の
支
援
策
を

打
ち
出
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
の

レ
ベ
ル
を
３
段
階
に
分
類
し
、
交
付
金

額
を
決
定
し
て
い
る
が
。
三
戸
町
は
一

番
下
の
レ
ベ
ル
１
に
も
該
当
し
て
い

な
い
と
感
じ
る
。
国
で
は
参
考
事
例
集

も
用
意
し
て
お
り
、
ぜ
ひ
取
り
組
み
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

町
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
の
受
給
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

し
て
お
り
、
引
き
続
き
積
極
的
に
支

援
し
、
普
及
に
努
め
る
。

　

Ｄ
Ｘ
は
ト
ッ
プ
の
意
識
、
経
営
の

問
題
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
デ

ジ
タ
ル
技
術
へ
の
自
治
体
ト
ッ
プ
の

意
識
の
差
が
、
地
域
に
大
き
く
影
響

し
て
い
く
と
感
じ
る
が
、
町
長
の
意

識
、
今
後
の
考
え
は
。

　

人
口
減
少
と
い
う
時
代
背
景
も
あ

り
、
国
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で

の
生
産
性
の
向
上
が
示
さ
れ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
で
人
的
不
足
を
補

い
、
さ
ら
に
広
く
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

し
て
い
く
社
会
に
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。
課
題
も
あ
る
が
、
首
長

と
し
て
Ｄ
Ｘ
は
進
め
た
い
。

　

今
回
の
議
会
か
ら
、
議
員
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
が
始
ま
っ
た

が
、
町
長
は
じ
め
職
員
側
も
同
じ
よ

う
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
初
め
て
機
能
し
た
り
、
新
た
な

カ
ー
ド
の
申
請
率
が
53
.
９
％
以
上

の
自
治
体
と
い
う
要
件
が
あ
り
、
残

念
な
が
ら
三
戸
町
は
下
回
っ
て
い
る

た
め
、
対
象
外
で
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
２
つ

ア
プ
リ
が
入
り
、
ひ
と
つ
は
住
民
票

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
入
る
エ
リ
ア
。

も
う
ひ
と
つ
の
エ
リ
ア
は
町
独
自
で

運
用
で
き
る
が
、
対
応
す
る
ア
プ
リ

は
ま
だ
広
く
浸
透
し
て
い
な
い
た
め

費
用
が
高
額
で
あ
る
。
今
後
普
及
が

広
が
り
安
価
に
な
っ
た
と
き
の
た
め

に
、
調
査
・
検
討
を
続
け
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
の

向
上
の
た
め
、
町
は
大
変
頑
張
っ
て

い
る
が
、
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
に
は

取
得
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。

　

町
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
。

　

第
１
に
本
人
確
認
書
類
と
な
る
こ

と
。
他
に
は
保
険
証
と
し
て
使
え
る

こ
と
に
加
え
、
そ
の
人
の
健
康
に
関

す
る
デ
ー
タ
を
各
医
療
機
関
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
新
型
コ

ロ
ナ
で
は
接
種
証
明
、
電
子
署
名
、

電
子
公
布
等
に
利
用
で
き
る
こ
と
。

税
金
の
申
告
の
際
に
利
用
で
き
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
便
利
な
世
の

中
を
実
現
す
る
﹁
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）﹂
の
推
進

が
提
唱
さ
れ
、
国
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁

の
設
置
や
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策

定
な
ど
特
に
力
を
入
れ
て
進
め
て
い
る
。

　
﹁
Ｄ
Ｘ
﹂
は
、
住
民
の
生
活
に
広
く
影

響
し
、
地
域
社
会
経
済
全
般
の
発
展
、

課
題
解
決
に
大
き
く
資
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

町
民
、
町
に
と
っ
て
必
要
性
の
高
い

分
野
、
生
活
の
利
便
性
向
上
や
課
題
解

決
の
た
め
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
﹁
Ｄ

Ｘ
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
こ
と
か
ら
以
下
３
点
質
問
し
ま
す
。

①
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
、

町
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

②
三
戸
町
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用

の
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

一 般 質 問

Q
１
三
戸
町
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ

の
推
進
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
総
務
課
長

A
総
務
課
長

A
住
民
福
祉
課
長

山
田　

将
之
議
員

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

情
報
技
術
の
進
化
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で

な
く
、
人
々
の
生
活
も
よ
り
良
い
も
の
へ
変
革

す
る
概
念
の
こ
と
。

再
質
問
①

再
質
問
②

再
質
問
④

再
質
問
③

Ｑ.

Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
町
長
の
意
識
は
？

Ａ.

生
産
性
の
向
上
の
た
め
進
め
て
い
く
。
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三
戸
高
校
魅
力
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

隊
員
に
、町
が
期
待
す
る
活
動
は
何
か
。

　

隊
員
に
は
、
三
戸
高
校
で
行
っ
て

い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
人
口
減
少

対
策
な
ど
の
学
習
に
つ
い
て
、
高
校

と
地
域
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
の
活
動
の
ほ
か
、
全
国
募
集

の
広
報
活
動
や
入
学
者
へ
の
支
援
、

さ
ら
に
は
三
戸
学
園
と
三
戸
高
校
の

連
携
へ
の
支
援
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　
ホ
ッ
プ
は
復
活
だ
が
、
ガ
マ
ズ
ミ

は
消
滅
か
ら
守
る
べ
き
地
場
産
品
で

あ
る
。
以
前
の
答
弁
で
は
担
当
課
か

ら
要
望
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
検
討
し

な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
ガ
マ
ズ

ミ
で
の
隊
員
の
登
用
は
難
し
い
の

か
。

　

近
年
の
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
、
今
年
は

有
害
鳥
獣
を
優
先
し
た
。

得
ら
れ
る
か
で
あ
る
。
自
ら
ガ
マ
ズ

ミ
に
興
味
を
持
ち
、
協
力
隊
と
し
て

三
戸
町
に
来
た
い
と
い
う
人
が
い
れ

ば
、
採
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

２
０
０
１
年
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
に
始
ま
る
絵
本
で
の
人
づ
く
り

が
、今
日
の
﹁
11
ぴ
き
の
ね
こ
の
町
﹂

と
し
て
定
着
し
た
背
景
か
ら
も
、
大

人
の
自
覚
を
持
ち
、
ま
た
、
町
へ
の

愛
郷
心
を
育
み
、
郷
土
に
誇
り
を
持

つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
馬
場
の
ぼ

る
先
生
の
絵
本
を
、
18
才
成
人
の
記

念
品
と
し
て
贈
呈
す
る
こ
と
が
、
当

町
に
し
か
で
き
な
い
支
援
に
な
る
と

考
え
る
が
、町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

　

三
戸
高
校
で
は
読
書
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
教
員
が
読
み

聞
か
せ
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
機
会
に
馬
場
の
ぼ
る
氏

の
絵
本
を
活
用
し
て
も
ら
い
、
郷
土

の
誇
り
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
の
が

効
果
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
分
が
幼
少
期
に
読
ん
で

も
ら
っ
た
記
憶
や
思
い
出
が
詰
ま
っ

　

ガ
マ
ズ
ミ
は
ま
だ
産
業
と
し
て

残
っ
て
い
る
が
、
生
産
者
の
減
少
や
高

齢
化
と
い
っ
た
問
題
の
ほ
か
、
単
価
が

安
く
、
生
産
が
収
入
に
つ
な
が
る
か
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
隊
員
に
生
産
を
依

頼
し
、
単
価
が
上
が
る
か
な
ど
も
検
討

し
な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11
月
の
収
穫
時
に
は
、
副
町
長
が

弘
前
大
学
の
学
生
ら
と
一
緒
に
収
穫

を
手
伝
い
、
町
の
特
産
品
と
し
て
改

め
て
産
学
官
で
の
取
り
組
み
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
発
言
し
て
い

る
。
外
部
の
視
点
や
行
政
で
は
で
き

な
い
行
動
力
な
ど
も
協
力
隊
活
用
の

目
的
で
あ
る
。
今
す
ぐ
で
は
な
く
と

も
協
力
隊
の
増
員
を
視
野
に
入
れ
て

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　
　

　

弘
前
大
学
と
の
連
携
の
中
で
出
て

く
る
課
題
を
町
も
し
っ
か
り
検
証
し
、

次
に
つ
な
が
る
よ
う
打
ち
合
わ
せ
し
、

応
援
し
て
い
く
。

　

課
題
は
や
は
り
、
ど
ん
な
商
品
を

作
っ
て
、
ど
う
い
う
収
益
を
農
家
が

た
絵
本
は
、
自
分
の
子
ど
も
へ
と
、

世
代
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
た
め
、
絵
本
の
贈
呈
は
予

定
し
て
い
な
い
。

　

民
法
で
成
人
の
年
齢
が
18
歳
に
改

正
さ
れ
、
町
で
成
人
式
の
取
扱
い
を
検

討
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
20
歳

の
年
に
式
典
を
行
い
、
記
念
品
を
贈
る

こ
と
と
し
た
こ
と
な
ど
、
総
合
的
に
判

断
し
、
18
歳
成
人
へ
の
記
念
品
の
贈
呈

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

絵
本
を
贈
呈
す
る
こ
と
が
私
の
質

問
の
一
番
の
目
的
で
は
な
く
、
18
歳

が
大
人
の
仲
間
入
り
の
節
目
で
あ

り
、
町
が
町
民
を
大
切
に
し
て
い
る

気
持
ち
を
表
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る

が
、
町
長
の
考
え
方
を
再
度
お
聞
か

せ
願
い
た
い
。

　

今
の
町
の
考
え
は
、
20
歳
に
お
祝

い
す
る
と
一
旦
決
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
将
来
的
な
こ
と
は
、
柔
軟
に

そ
の
時
々
の
状
況
を
考
え
る
こ
と
が

私
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
た
め
、
そ
れ

に
固
執
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

　

た
だ
、
２
自
治
体
が
18
歳
成
人
式

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

そ
の
背
景
や
状
況
が
わ
か
ら
な
い
の

で
十
分
な
答
弁
は
で
き
な
い
。

　

農
家
の
担
い
手
不
足
等
で
消
滅
危

機
に
あ
る
ガ
マ
ズ
ミ
や
、
生
産
量
不

足
の
エ
ゴ
マ
等
の
農
産
物
の
ほ
か
、

三
戸
高
校
の
魅
力
化
や
放
課
後
学
童

へ
の
協
力
な
ど
、
担
当
課
の
発
案
に

限
ら
ず
、
町
長
自
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
用
、
採
用
を
考
え
る
気
持

ち
は
な
い
か
。

　
　
　

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
４
名
の
隊
員
を

受
け
入
れ
、
う
ち
１
名
が
令
和
４
年

10
月
に
町
内
に
カ
フ
ェ
を
開
業
し
た
。

　

現
在
は
三
戸
高
校
魅
力
化
、
ホ
ッ

プ
生
産
復
活
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
３

つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
従
事
す
る
隊
員

を
募
集
し
て
お
り
、
町
の
課
題
に
対

し
、
隊
員
制
度
を
活
用
す
る
よ
う
私

が
指
示
し
、
各
課
が
課
題
を
整
理
し

提
案
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

Q
１
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
増
員
に
つ
い
て

Q
２
18
歳
成
人
若
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
馬
場
副
町
長

A
慶
長
教
育
長

A
慶
長
教
育
長

A
農
林
課
長

千
葉　

有
子
議
員

再
質
問
①

再
質
問
①

再
質
問
②

再
質
問
③

Ｑ.

町
長
自
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
を
考
え
る
気
持
ち
は
？

Ａ.

町
の
課
題
に
対
し
、
私
が
指
示
し
て
提
案
し
て
い
る
。
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け
た
取
り
組
み
や
計
画
。

⑤
今
後
の
安
全
上
の
課
題
抽
出
に
向

け
た
取
り
組
み
や
計
画
。

　
　
　

①　

通
学
路
の
危
険
箇
所
は
、
学
校
、

道
路
管
理
者
、
警
察
等
の
関
係
者

に
よ
る
合
同
点
検
を
実
施
し
、
令

和
３
年
度
は
24
か
所
の
対
策
、
検

討
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
教
員
に
よ

る
通
学
路
確
認
、
警
察
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
な
ど
に
よ
り
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。

②　

不
審
者
対
策
と
し
て
さ
す
ま
た
、

防
犯
ラ
ン
チ
ャ
ー
、
防
犯
チ
ャ
イ

ム
、
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
設
置
と
、

不
審
者
対
応
訓
練
を
通
じ
て
職
員

や
児
童
生
徒
の
防
犯
意
識
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

③　

学
校
事
故
は
11
月
時
点
で
三
戸

小
３
件
、
斗
川
小
０
件
、
三
戸
中

学
校
14
件
で
、
主
に
部
活
動
で
の

け
が
で
あ
る
。

　
　

負
傷
者
発
生
の
際
は
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
教
員
、

養
護
教
諭
が
連
携
し
て
応
急
対
応

し
、
必
要
に
応
じ
医
療
機
関
へ
搬

送
す
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
ほ

　

毎
年
バ
ス
会
社
、
タ
ク
シ
ー
会
社

と
運
行
に
あ
た
っ
て
の
打
ち
合
わ
せ

を
す
る
際
に
、
登
下
校
時
の
安
全
面

に
つ
い
て
の
配
慮
事
項
を
伝
え
て
い

る
。
運
行
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
。

　

自
家
用
車
は
登
校
時
に
集
中
す
る

た
め
、
混
雑
や
駐
車
場
内
で
の
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
等
の
課
題
が
あ

り
、
対
策
と
し
て
安
全
区
画
線
と
徐

行
の
表
示
を
行
っ
た
。

　

三
戸
小
中
学
校
に
は
通
報
装
置
が

あ
り
、
斗
川
小
学
校
に
は
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
い
か
に
早
く
電
話
連
絡

す
る
か
が
大
前
提
で
は
な
い
か
。

　

斗
川
小
学
校
で
は
口
頭
な
ど
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
連
絡
体
制
と
な

る
が
、
三
戸
小
中
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
が
導
入
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
個
人
情
報
が
学
校
内

か
、
教
育
委
員
会
や
保
護
者
と
の

連
絡
体
制
も
構
築
し
て
い
る
。

④　

外
部
指
導
者
を
委
嘱
す
る
際

は
、
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
指

導
確
認
を
し
、
さ
ら
に
そ
の
際
、

暴
言
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

為
の
防
止
も
確
認
し
、
児
童
生

徒
の
精
神
面
で
の
安
全
確
保
に

も
努
め
て
い
る
。

⑤　

専
門
家
、
教
職
員
に
よ
る
安

全
点
検
の
ほ
か
、
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
保
護
者
目
線
で

の
安
全
課
題
を
抽
出
し
、
対
応

し
て
い
る
。

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
は
学
校
運

営
協
議
会
を
構
成
す
る
多
様
な

人
材
が
学
校
運
営
に
参
画
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
が

導
入
さ
れ
、
安
全
・
危
機
管
理

に
お
け
る
課
題
の
抽
出
に
も
効

果
的
に
つ
な
が
る
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
タ
ク

シ
ー
を
運
行
す
る
会
社
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
状
況
は
、
ま
た
自
家
用
車

で
通
学
す
る
児
童
生
徒
に
現
時
点
で

問
題
は
な
い
か
。

に
は
あ
り
、
こ
れ
が
流
出
す
る
問
題

も
近
年
騒
が
れ
て
い
る
が
、
対
策
は

さ
れ
て
い
る
か
。

　

教
職
員
は
、
児
童
生
徒
の
個
人
情

報
は
校
外
に
持
ち
出
さ
な
い
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
や
り
と
り
も
さ

せ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち

帰
っ
て
も
、
自
分
の
Ｉ
Ｄ
が
あ
る
た

め
他
の
人
は
入
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
る
。

　

外
部
指
導
者
に
よ
り
指
導
が
行
わ

れ
て
い
る
際
に
、
災
害
が
発
生
し
た

と
き
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
、
ま

た
熱
中
症
が
起
き
た
際
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
あ
る
か
。

　

災
害
発
生
時
は
、
ま
ず
児
童
生
徒

の
安
全
確
認
を
行
っ
た
上
で
学
校
に

連
絡
を
し
、
学
校
か
ら
の
指
示
に

従
っ
て
動
く
。
学
校
と
教
育
委
員
会

は
情
報
を
共
有
し
対
応
を
進
め
て
い

く
。

　

熱
中
症
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
対
応
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

事
故
や
災
害
、交
通
事
故
な
ど
は
、

学
校
教
育
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
脅
か
す
。

　

教
育
現
場
で
は
対
策
を
実
施
し
て

い
る
が
、
近
年
は
、
様
々
な
事
件
や

災
害
が
多
発
し
、
学
校
安
全
に
関
わ

る
取
り
組
み
の
見
直
し
と
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

当
町
で
は
学
校
統
廃
合
に
よ
る
学

区
の
拡
大
や
、
部
活
動
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
等
へ
の
移
行
な
ど
の
変
化
の

中
、
ど
の
よ
う
な
危
機
管
理
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
、
以
下
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。

①
登
下
校
時
に
お
け
る
安
全
確
保
の

取
り
組
み
状
況
。

②
学
校
施
設
の
防
犯
対
策
状
況
。

③
学
校
事
故
の
発
生
状
況
及
び
体
制

整
備
状
況
。

④
外
部
指
導
者
と
の
安
全
確
保
に
向

一 般 質 問

藤
原　

文
雄
議
員

Q
１
学
校
安
全
・
危
機
管

理
に
つ
い
て

A
慶
長
教
育
長

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

再
質
問
①

再
質
問
②

再
質
問
④

再
質
問
③

Ｑ.

登
下
校
時
の
安
全
確
保
の
取
り
組
み
は
？

Ａ.

学
校
、
警
察
等
の
関
係
者
合
同
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
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町のA

度
の
気
軽
な
交
流
が
で
き
な
い
か
。

　

現
在
ひ
と
り
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

持
っ
て
お
り
、
海
外
と
気
軽
に
交
流

で
き
る
。
タ
ム
ワ
ー
ス
へ
行
く
８
年

生
も
、
事
前
交
流
し
て
か
ら
実
際
に

現
地
で
交
流
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果

が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
。

①
町
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
合
同
説

明
会
な
ど
、
粘
り
強
い
支
援
を
行

い
、
12
月
に
な
っ
て
入
学
希
望
も

現
実
味
を
帯
び
る
時
期
に
な
っ
た

が
、
現
況
と
課
題
は
。

②
今
後
さ
ら
な
る
支
援
策
は
検
討
し

て
い
る
か
。

①　

現
況
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い

が
、
出
願
を
前
向
き
に
考
え
て
い

る
生
徒
が
数
名
い
る
状
態
。

②　

課
題
は
普
通
高
校
で
あ
る
た

め
、
特
色
を
出
し
づ
ら
い
こ
と
や
、

魅
力
化
に
向
け
た
各
種
取
り
組
み
、

入
学
者
の
生
活
支
援
者
や
下
宿
の

不
足
が
あ
る
。

理
施
設
の
延
命
化
の
た
め
、
可
燃
ご

み
の
減
量
化
が
求
め
ら
れ
る
。
当
町

で
は
古
着
回
収
や
、
資
源
ご
み
の
集

団
回
収
支
援
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
減
量
化
の
考
え
は

あ
る
か
。

　

可
燃
物
の
３
割
を
占
め
る
紙
類
の

分
別
の
徹
底
、
同
じ
く
３
割
を
占
め

る
生
ご
み
の
水
切
り
や
、
食
品
ロ
ス

の
削
減
意
識
の
啓
発
を
行
う
ほ
か
、

古
着
の
回
収
方
法
も
工
夫
し
た
い
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
工
夫

が
必
要
な
た
め
、
三
戸
高
校
や
三
戸

小
学
校
へ
の
出
前
講
座
を
実
施
し
、

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
の
意
識
の
醸
成

を
図
り
た
い
。

　

町
に
よ
る
古
着
回
収
を
知
ら
な
い

人
、
知
っ
て
い
て
も
運
べ
な
い
人
は

ま
だ
い
る
は
ず
で
あ
り
、
さ
ら
に
古

着
を
回
収
す
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
ご
み

を
減
ら
せ
る
と
町
は
捉
え
て
い
る

か
。

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
う
ち
、
布
類
は

①　

オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
む
各
種
説
明

会
を
23
回
開
催
し
、
参
加
者
は
延

べ
６
０
０
人
と
な
っ
た
ほ
か
、
11

月
に
は
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
も
開

催
し
て
い
る
。

②　

魅
力
化
等
の
人
員
不
足
解
消

の
た
め
、
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
１
名
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る
。

下
宿
の
確
保
も
調
整
中
で
あ
る
。

　

現
役
高
校
生
が
必
要
と
す
る
支
援

を
調
査
し
、
中
高
生
の
心
を
揺
る
が

す
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

　

学
習
面
だ
け
で
な
く
、
高
校
選
択

の
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
部
活
動
や
、

放
課
後
の
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
社
会
に
出
た
と
き
や
、
未
来

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

環
境
へ
の
配
慮
の
ほ
か
、
ご
み
処

全
体
の
７
％
で
あ
り
、
共
に
３
割
と

組
成
の
多
い
紙
類
、
生
ご
み
の
減
量

に
力
を
入
れ
た
い
。

　

犯
罪
抑
止
や
安
全
・
安
心
な
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
町

で
は
町
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
し
て
い
な
い

が
、
設
置
に
あ
た
っ
て
の
方
策
な
ど

整
理
し
た
い
。

　

商
店
街
や
町
内
会
で
設
置
す
る
た

め
の
補
助
制
度
に
よ
り
設
置
を
促
せ

な
い
か
。

　

地
域
の
合
意
を
得
る
こ
と
や
、

必
要
な
台
数
な
ど
が
確
定
し
、
町

が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
新
た
な

補
助
金
が
設
置
さ
れ
る
が
、
県
警

か
ら
の
貸
与
や
国
の
補
助
金
等
が

あ
れ
ば
税
制
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

の
で
、
そ
れ
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　

国
際
化
が
進
み
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

国
際
理
解
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
観
点
で
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
タ
ム

ワ
ー
ス
市
と
の
交
流
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
今
以
上
に
有
用
性
の
高
い
交
流

を
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

　
　
　

　

年
明
け
の
早
い
時
期
に
タ
ム
ワ
ー

ス
へ
訪
問
し
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に

意
見
交
換
を
行
う
。

　

タ
ム
ワ
ー
ス
市
を
は
じ
め
、
交
流

先
の
学
校
と
も
協
議
を
進
め
、
派
遣

事
業
の
再
開
や
交
流
方
法
を
模
索
し
、

国
際
化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
を
見

据
え
た
姉
妹
都
市
交
流
を
進
め
た
い
。

　

家
族
ぐ
る
み
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
、
月
に
１
回
ま
た
は
週
に
１
回
程

栗
谷
川
柳
子
議
員

Q
１
姉
妹
都
市
と
の
交
流

の
あ
り
方
に
つ
い
て

Q
２
三
戸
高
校
全
国
募
集

へ
の
支
援
に
つ
い
て

Q
３
可
燃
ご
み
の
減
量
化

対
策

Q
４
安
全
・
安
心
の
た
め
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
慶
長
教
育
長

A
慶
長
教
育
長

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

A
松
尾
町
長

A
総
務
課
長

A
松
尾
町
長

A
住
民
福
祉
課
長

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

A
松
尾
町
長

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

Ｑ.

タ
ム
ワ
ー
ス
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
が
で
き
な
い
か
？

Ａ.

海
外
派
遣
前
に
交
流
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
。
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の
落
下
や
枝
の
落
下
、
倒
木
も
あ
る

が
、
危
険
防
止
の
た
め
何
か
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

　

公
園
管
理
人
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

随
時
撤
去
等
行
っ
て
い
る
。
建
設
課

で
も
大
雨
や
強
風
の
際
は
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
対
処
し
て
い
る
。

　

下
山
道
の
活
用
方
法
と
し
て
①
使

う
・
使
わ
な
い
か
②
車
両
通
行
さ
せ

る
・
さ
せ
な
い
③
通
行
す
る
な
ら
対

面
か
一
方
通
行
か
、
な
ど
の
選
択
肢

に
な
る
と
思
う
が
、
整
備
を
行
う
方

向
で
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

国
指
定
史
跡
に
な
る
と
、
町
道
も

公
園
管
理
道
路
へ
の
用
途
の
切
り
替

え
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時

代
の
変
化
と
と
も
に
見
直
す
部
分
は

見
直
し
、
し
っ
か
り
考
え
方
を
ま
と

め
て
、
安
全
管
理
上
す
ぐ
で
き
る
こ

と
は
や
り
な
が
ら
、
国
と
も
協
議
し

な
が
ら
整
備
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

作
り
も
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

町
と
農
協
と
ほ
か
の
団
体
で
社
団
法

人
を
立
ち
上
げ
た
事
例
が
全
国
で
１
件

あ
る
が
、
農
業
で
あ
る
た
め
、
農
協
や

土
地
改
良
区
等
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
絡

む
た
め
、
協
議
し
な
が
ら
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
集
落
営
農
の
立
ち
上
げ

に
は
、
国
か
ら
税
理
士
費
用
な
ど
の
経

費
が
定
額
補
助
さ
れ
て
い
る
た
め
、
強

く
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

法
人
化
に
よ
り
雇
用
が
生
ま
れ
、

新
規
就
農
者
の
移
住
に
繋
が
り
、
人

材
確
保
、
定
住
に
繋
が
る
た
め
、
一

歩
踏
み
出
し
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　

町
が
直
接
関
わ
る
の
は
難
し
い
が
、

そ
う
い
っ
た
提
案
を
す
る
企
業
な
ど
、

担
い
手
の
思
い
に
対
し
て
は
、
し
っ

か
り
と
支
え
て
い
く
。

　

東
北
電
力
が
令
和
５
年
４
月
か
ら

　

後
継
者
不
足
に
よ
る
農
業
従
事
者

の
減
少
や
、
天
候
の
影
響
に
よ
る
収

入
低
下
な
ど
、
小
規
模
農
家
や
兼
業

農
家
は
経
営
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、

解
決
策
の
１
つ
と
し
て
、
農
業
法
人

化
へ
の
取
組
が
考
え
ら
れ
る
が
、
町

は
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
、
ま
た
現

在
の
取
組
や
今
後
の
目
標
は
あ
る
か
。

　

こ
れ
ま
で
町
内
農
業
者
向
け
に
、

農
業
法
人
化
の
研
修
会
や
先
進
地
視

察
、
集
落
単
位
の
説
明
会
を
実
施
し

て
お
り
、
現
在
法
人
化
に
向
け
た
前

段
階
の
、
任
意
組
織
で
あ
る
集
落
営

農
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

今
後
は
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
整
理
し
、
地
域
の
農
業
の

維
持
発
展
体
制
構
築
を
図
る
。

　

高
齢
の
小
規
模
農
家
の
法
人
化
は

難
し
い
た
め
、
新
規
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
、
町
が
農
業
法
人
を
作
っ
て

就
農
者
の
受
け
入
れ
や
育
成
を
図

り
、
配
置
し
て
い
く
な
ど
の
仕
組
み

30
％
超
の
大
幅
な
電
気
料
金
値
上
げ

を
経
済
産
業
省
に
申
請
し
、
認
め
ら

れ
れ
ば
私
た
ち
の
生
活
に
更
に
影
響

が
及
ぶ
。
こ
れ
は
、
町
が
管
理
す
る

施
設
も
同
様
だ
と
思
う
が
、
町
で
は

各
施
設
の
電
気
使
用
状
況
、
値
上
げ

へ
の
対
策
な
ど
考
え
て
い
る
か
。

　

街
灯
も
含
め
た
町
所
有
施
設
全
体

の
電
気
料
金
は
、
令
和
元
年
か
ら
３

年
ま
で
、
１
億
２
千
万
円
前
後
と
、
横

ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。
値
上
げ
対
策

は
こ
れ
ま
で
、
新
電
力
へ
の
切
り
替
え
、

太
陽
光
発
電
、
こ
ま
め
な
消
灯
、
ノ
ー

残
業
デ
ー
な
ど
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

サ
ー
バ
ー
の
ク
ラ
ウ
ド
化
も
進
め
て
い

る
。
今
後
も
照
明
や
空
調
設
備
更
新

の
際
に
、
省
エ
ネ
効
果
の
高
い
も
の
を

選
定
し
、
随
時
省
エ
ネ
に
努
め
る
。

　

設
備
投
資
を
し
な
け
れ
ば
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
下
が
ら
な
い
の
が
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
だ
が
、
行
政
と
し
て
決
断
す

べ
き
な
の
か
、
時
期
尚
早
な
の
か
、

町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
の
取

り
組
み
に
対
し
、
自
治
体
は
実
行
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
国
の
補
助
金
も
受
け
や
す
く
な
る
た

め
、
補
助
金
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事

業
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

三
戸
城
跡
城
山
公
園
の
裏
を
通
る

町
道
は
、
対
面
通
行
を
す
る
際
、
道

路
幅
が
狭
く
、
崖
な
ど
が
あ
り
危
険

な
道
路
で
あ
る
。
こ
の
町
道
の
今
後

の
整
備
計
画
等
は
あ
る
か
。

　
　
　

　

土
地
の
形
状
を
変
え
る
大
規
模
な

改
良
工
事
は
史
跡
三
戸
城
跡
保
存
活

用
計
画
と
の
整
合
性
や
、
国
や
県
と

の
協
議
に
時
間
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
と
し
て
注
意
喚

起
の
看
板
の
設
置
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
更
新
が
考
え
ら
れ

る
。

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
５
か
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
３
か
所
は
凹
凸
が

ひ
ど
く
、見
え
な
く
な
っ
て
い
た
り
、

曲
が
っ
た
り
し
て
い
る
危
険
な
状
況

で
あ
る
。
ま
た
崖
の
砂
利
の
道
路
へ

町議のQ&
町のA

Q
１
城
山
公
園
下
山
道
に

つ
い
て

Q
２
農
業
法
人
の
推
進
に

つ
い
て

Q
３
町
有
施
設
の
光
熱
水

費
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
農
林
課
長

A
建
設
課
長

再
質
問
①

再
質
問
①

再
質
問

再
質
問
②

再
質
問
②

Ｑ.

下
山
道
危
険
個
所
の
整
備
は
で
き
な
い
の
か
？

Ａ.

す
ぐ
で
き
る
こ
と
か
ら
準
備
を
進
め
る
。

久
慈　
　

聡
議
員

一 般 質 問
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議 決 結 果 一 覧
議案番号 件　名 議決月日 議決結果

議員提案
第２号

三戸町議会基本条例の制定について
【概要】議会の最高規範として、議会および議員の活動原則と役割を定め、議会機能
を強化し、町民の負託に的確に応えることを目的に制定するもの。

12月13日

原案可決
（賛成13・反対0）

議案
第 67 号

三戸町情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の制定について
【概要】町の機関等での諸手続きをオンラインで実施できるよう、基本的事項を定める
もの。

12月13日

議案
第 68 号

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制
定について
【概要】地方公務員の定年が令和５年度から２年に１歳ずつ段階的に引き上げられる
ことになったため、職員の給与や待遇について、必要な措置を講ずるもの。

12月13日

議案
第 69 号

三戸町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例案
【概要】国家公務員の制度同様、令和13 年までに段階的に定年を 65歳とすることや、
役職定年制を設けることなどを定めたもの。

12月13日

議案
第 70 号

三戸町立学校給食共同調理場条例の一部を改正する条例案
【概要】三戸高校の魅力化推進や、保護者の負担軽減のため、三戸高校に給食を提供
できるようにするもの。

12月13日

議案
第 71 号

三戸町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例案
【概要】県の制度の改正に伴い、重度心身障害者医療費助成制度対象者の居住地特例の
規定を改正するもの。

12月13日

議案
第 72 号

財産の減額譲渡について
【概要】以前寄附を受けた、同心町の町有地の売却相手が決定したことから、議会の議
決を行うもの。

12月13日

議案
第 73 号

三戸町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
【概要】任期満了を迎える竹原広実氏を再任するもの。

12月13日 原案同意
（賛成13・反対0）

議案
第 74 号

令和４年度三戸町一般会計補正予算（第 10 号）
【概要】歳入歳出ともに 2億 2619 万円を追加。主な歳入は地方交付税や国庫支出金。
歳出はエネルギー価格高騰対策事業者支援金事業等 8172 万円や、公共土木施設災害
復旧事業 3615 万円など。

12月13日

原案可決
（賛成13・反対0）

議案
第 75 号

令和４年度三戸町営簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
【概要】歳入歳出ともに71万円を追加。主な歳入は繰入金の減額と繰越金の増額。歳出
は総務管理費の減額と課に水道管理費の増額。

12月13日

議案
第 76 号

令和４年度三戸町下水道事業特別会計補正予算（第１号）
【概要】歳入歳出それぞれ 262万円を追加。主な歳入は繰入金や繰越金の増額。歳出は
施設管理費の増額など。

12月13日

議案
第 77 号

令和４年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）
【概要】歳入歳出それぞれ 583 万円を追加するもの。主な歳入は前年度繰越金や一般会
計繰入金の増額。歳出は事務費 583 万円の増額。

12月13日

議案
第 78 号

令和４年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別会計補正予算（第２号）
【概要】収益的収入に 1286 万円を追加し、収益的支出から 88万円を減額。収入は新
型コロナ病床確保事業費補助金等の増加によるもの。支出は決算見込みによる給与費
等の減額など。また、資本的収入および支出それぞれ 535 万円を追加し、新型コロナ
対応地方創生交付金の活用によりシャワー入浴装置を更新するもの。

12月13日
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議案番号 件　名 議決月日 議決の結果

議案第66号 令和４年度三戸町一般会計補正予算（第９号） 令和４年11月４日 原案可決（賛成10・反対0）

議案
審議

令和４年１１月４日、第５０６回三戸町議会臨時会が開催されました。
案件は令和４年の三戸町一般会計予算に、歳入歳出ともに１億 1800 万円を追加したもので、内訳は国か

らの財源により実施する電力等価格高騰緊急支援給付金事業費 7839 万円、新型コロナウイルスワクチン接
種事業費 3961 万円の増額分であり、全会一致で可決されました。

Ｑ  

山
田　

将
之  

議
員

　

大
学
生
等
応
援
特
産
品
贈
呈
事

業
委
託
料
が
１
１
８
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因

は
。

Ａ  

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
大
学

生
へ
の
支
援
金
給
付
事
業
お
よ
び

自
宅
外
の
大
学
生
へ
の
特
産
品
贈

呈
事
業
の
実
績
を
基
に
、
１
４
０

人
を
見
込
ん
だ
が
、
実
際
の
申
請

者
は
72
名
と
約
半
数
と
な
っ
た
た

め
。

【
再
質
問
】

　

そ
の
１
４
０
名
の
リ
ス
ト
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
対
象
者
へ
、
申
請

な
し
で
送
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

Ａ  

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

令
和
２
年
に
実
施
し
た
事
業
の

１
４
０
人
の
個
人
情
報
は
、
あ
く

ま
で
そ
の
事
業
に
限
っ
て
使
用
す

る
も
の
と
し
て
申
請
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
た
め
、
今
回
の
事
業
に

は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
も
の
。

Ｑ  

千
葉　

有
子  

議
員

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
採
用
配
置

支
援
事
業
負
担
金
の
事
業
内
容

と
、
採
用
に
向
け
て
の
現
況
は
？

Ａ  

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
活
用
し
て
配
置
す
る
、
三

戸
高
校
の
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
研
修
費
用
等
で
あ
る
。
採

用
状
況
は
、
１
名
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
現
在
選
考
中
で
あ
る
。

Ｑ  

栗
谷
川　

柳
子  

議
員

　

空
き
店
舗
活
用
事
業
費
補
助
金

１
０
０
万
円
と
、
商
工
業
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
費
87
万
１
０
０
０
円

増
額
の
詳
細
は
？

Ａ  

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

空
き
店
舗
活
用
事
業
費
補
助
金

は
、
１
件
分
の
予
算
に
対
し
、
す

で
に
１
件
支
出
を
し
て
お
り
、
年

度
内
の
新
規
開
業
の
相
談
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
増
額
補
正
す
る

も
の
。

　

商
工
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費

補
助
金
は
、
す
で
に
昨
年
度
の
実

績
も
超
え
て
お
り
、
年
度
内
の
事

業
５
件
の
相
談
件
数
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
増
額
補
正
す
る
も
の
。

三
戸
町
立
学
校
給
食
共
同
調

理
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

■ 

議
案
第
74
号

■ 

議
案
第
70
号

令
和
４
年
度
三
戸
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

Ｑ  

佐
々
木　

和
志  

議
員

　

三
戸
高
校
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
考
え
れ
ば
、
給
食
費
の
負
担

部
分
へ
町
に
よ
る
財
政
上
の
支
援

を
検
討
し
て
も
よ
い
と
思
う
が
、

考
え
は
あ
る
か
？

Ａ  

松
尾
町
長

　

今
後
何
が
し
か
の
軽
減
策
、
あ

る
い
は
支
援
策
を
町
と
し
て
も
考

え
、
魅
力
化
に
努
め
て
い
く
。

主
な
議
案
と
質
疑

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
採
用

配
置
支
援
事
業
と
は
？

補
助
金
増
額
の
詳
細
は
？

大
学
生
等
応
援
特
産
品

贈
呈
事
業
費
の
大
幅
減

額
は
な
ぜ
？

給
食
費
へ
の
財
政
上
の
支

援
は
？

三
戸
高
校
魅
力
化
推
進
の
た
め

　
　
　
給
食
の
提
供
を
可
能
に

第506回  臨時会が開催されました
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市
根
城
跡
の
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

史
跡
案
内
を
実
際
に
体
験
し
、
そ
の
後
グ

ル
ー
プ
の
運
営
等
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き

ま
し
た

【
主
な
調
査
結
果
・
意
見
等
】

・
三
戸
城
跡
の
国
史
跡
指
定
に
よ
り
、
増

加
が
見
込
ま
れ
る
観
光
客
等
の
受
け
入

れ
に
あ
た
っ
て
、
史
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
設
置
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

設
置
の
取
り
組
み
を
迅
速
に
推
進
し
て
ほ

し
い
。

・
史
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
設
置
に

あ
た
っ
て
は
、
訪
れ
た
観
光
客
の
こ
と

を
知
り
、
そ
の
人
に
合
っ
た
ガ
イ
ド
が
で

き
る
よ
う
、
求
め
ら
れ
る
技
術
や
心
構
え
、

【
調
査
事
項
】

10
月
31
日
、
町
立
小
中
学
校
の
管
理
運

営
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
斗
川
小
学
校
、

三
戸
小
学
校
、
三
戸
中
学
校
を
訪
問
し
ま

し
た
。

【
主
な
調
査
結
果
・
意
見
等
】

①
斗
川
小
、
三
戸
小
中
と
も
に
、
教
師
が

児
童
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
保
護
者

と
の
対
話
を
大
事
に
し
て
い
る
。
三
戸

小
な
か
よ
し
教
室
は
中
央
児
童
ク
ラ
ブ

と
連
携
し
、
放
課
後
子
ど
も
推
進
事
業

を
進
め
て
ほ
し
い
。

②
学
校
施
設
・
整
備
の
要
望
は
、
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
と
授
業
の
円
滑
な
運
営

に
支
障
の
あ
る
と
こ
ろ
を
優
先
的
に
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
は
、
三

戸
高
校
存
続
の
取
り
組
み
に
も
有
効
で

あ
る
。

【
調
査
事
項
】

12
月
１
日
、
他
自
治
体
の
史
跡
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
、
ど
の
よ
う
に
運
営
さ

れ
て
い
る
か
、
そ
の
活
動
内
容
を
視
察
す

る
た
め
、
南
部
町
正
寿
寺
舘
跡
、
八
戸

学
校
施
設
の
管
理
運
営
状
況
に

つ
い
て

史
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

活
動
に
つ
い
て

【
調
査
事
項
】

11
月
17
日
、
８
月
に
相
次
い
だ
大
雨
に
よ

る
被
災
場
所
の
う
ち
、
被
害
の
大
き
か
っ
た

町
道
５
か
所
、
農
地
お
よ
び
河
川
１
か
所
を

現
地
調
査
し
ま
し
た
。

【
主
な
調
査
結
果
・
意
見
等
】

　

町
道
被
災
場
所
に
つ
い
て
は
、
生
活
道

路
で
あ
る
た
め
、
早
期
復
旧
に
努
め
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
工
事
着
工
ま
で
期
間
を
要

す
る
場
合
は
、
通
行
時
の
安
全
対
策
等
に

十
分
配
慮
し
、
事
故
の
な
い
よ
う
努
め
て

ほ
し
い
。
短
期
間
で
の
工
事
に
は
リ
ス
ク

も
伴
う
た
め
、
リ
ス
ク
管
理
を
し
っ
か
り

と
行
っ
て
ほ
し
い
。

大
雨
災
害
復
旧
状
況
に
つ
い
て

基
礎
知
識
の
習
得
・
維
持
し
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
に
努
め
て
ほ
し
い
。

小学校の授業を視察するようす

ガイドから説明を受ける委員

被災現場を確認する委員

議
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

総
務
文
教
常
任
委
員
会

千
葉
　
有
子
・
山
田
　
将
之

小
笠
原
君
男
・
越
後
　
貞
男

佐
々
木
和
志

民
生
商
工
常
任
委
員
会

栗
谷
川
柳
子
・
藤
原
　
文
雄

柳
雫
　
圭
太
・
乗
上
　
健
夫

竹
原
　
義
人

Facebook
でも発信中!!

建
設
農
林
常
任
委
員
会

久
慈
　
　
聡
・
番
屋
　
博
光

和
田
　
　
誠
・
澤
田
　
道
憲
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皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
、
原
材
料
等

の
価
格
高
騰
等
、
日
常
生
活
で
の
不
安

が
続
く
な
か
、
寒
さ
厳
し
い
立
春
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
気
持
ち
新
た
に
活
力
に

満
ち
あ
ふ
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
、
議
員
提
案
に
よ
る
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。
議
会
人
と
し
て

す
べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
、
開
か
れ
た

議
会
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

３
月
定
例
議
会
で
は
、
令
和
５
年
度

の
予
算
を
審
議
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
前
年
度
予
算
と
は
違
っ
た
予
算
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
三
戸
町
の
短
期
・
長

期
の
事
業
計
画
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
新
た
な
政
策
を
審
議
す
る
議
会
を

傍
聴
し
、
活
気
あ
る
議
場
の
雰
囲
気
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
一
人
ひ
と
り
の
意
思
が
、
町

づ
く
り
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り

の
た
め
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
久
慈　
　

聡
）

三
戸
町
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
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長
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長
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第５０８回 三戸町議会定例会（３月議会）の予定（全日程午前10時開議）
３ 月 ７日（火） 開会、町長による議案の提案理由の説明

３ 月 ８日（水） 議案熟考のため休会

３ 月 ９日（木） 一般質問

３ 月１０日（金） 一般質問、議案審議・採決

３ 月１１日（土） 休日のため休会

３ 月１２日（日） 休日のため休会

３ 月１３日（月） 予算特別委員会

３ 月１４日（火） 予算特別委員会、本会議、閉会

※新型コロナウイルス感染症予防のため、傍聴者数の制限を行っています。ご了承ください。

　11月の臨時議会から、議会本会議でのタブレット端末の使用が

始まりました。

　これまで議会が開催されるたび、議案などの大量の紙資料が配布

されていましたが、これによりペーパーレス化が実現。また、議員

へ送付される手紙類も、これまでは郵便やファクスによって届けら

れていましたが、インターネットにより全議員への一斉送信が可能

になり、郵便料や電話料が節減されるとともに、議員間でのスピー

ド感のある情報共有が図られ

るようになりました。

　今後もタブレットの機能を

十分に使いこなせるよう勉強

会等を開催し、議会活動の活

発化や、緊急時等のリモート

による会議等にも対応してい

く予定です。

タブレット端末の使用が始まりました！

タブレットを利用した 12 月議会のようす

議
会
だ
よ
り




